
神奈川県耐震ウェブセミナー

木造住宅の耐震化
木造住宅の耐震診断
木造住宅の耐震改修
コンクリートブロック塀の耐震化

神奈川県

「かなチャンTV」で公開中
（https://www.youtube.com/channel/UCgbP0Z6Tm8fIY5ILHarmzjQ/featured）

神奈川県からのお知らせ

YouTubeのウェブサイト・トップページから「かなチャン 耐震」で検索してください。

　神奈川県では、県民の皆様に住まいの耐震診断や耐震改修に
ついての重要性や必要性を理解して頂くため耐震ウェブセミナ
ーと題して、県民の皆様に耐震診断や耐震改修についてご理解
いただき、住まいの耐震化を進めていただきたく、皆様に役立
つ情報を動画で配信しています。



No.1 木造住宅の耐震化（約8分）
・震度６以上の大規模な地震は年に１．３回の
高頻度で起きており、首都直下地震、南海ト
ラフ地震は３０年以内の発生確率７０％です。

・特に昭和５６年６月の新耐震基準より前にで
きた木造住宅は大規模地震による倒壊、大破
の可能性が高いことに注意が必要です。

・住宅の耐震化は災害関連死の防止にもなるこ
とから、旧耐震基準の木造住宅は特に早急に
耐震診断を行い、耐震性を確保することが重
要です。

No.2 木造住宅の耐震診断（約15分）
・我が家の耐震化の第一歩は、「耐震診断」です。
・耐震診断の費用は５万円から２０万円程度で、現地調査は半日
程度でできます。また、自治体によっては診断費用に補助がで
る場合もあります。

・まずはご自分で耐震診断をやってみましょう。神奈川県の発行
する耐震パンフレットで簡単にチェックできます。

・以上から、ご自宅の耐震性の状況を確認してみましょう。

No.3 木造住宅の耐震改修（約19分）
・我が家の構造を理解しましょう。木造軸組構法、いわゆる在来工法とは、ど
んな構造でしょうか。

・地震に強い家は、主要構造部がしっかりしていること、特に「壁」や「床」
が面として機能することが大事です。

・建物の弱い部分は補強し、劣化部材は補修しましょう！改修設計や改修工事
にかかる費用にも、自治体から補助がでる場合もあります。

・以上から、ご自宅の耐震改修について検討してみましょう。

No.4 コンクリートブロック塀の耐震化（約7分）
・大規模な地震災害では、建物だけではなくコンクリートブロック塀にも被害が及び
ます。

・国土交通省は、点検のチェックポイントを公開しています。概要欄のリンク先を確
認してください。

・まずは、自分でできるコンクリートブロック塀の耐震診断をしましょう。その結果
不具合が見つかれば、専門家のアドバイスを受けましょう。

・危険なコンクリートブロック塀は耐震改修をしましょう。また、自治体による補助
制度も確認しましょう。

動画の内容 詳しくは「かなチャン TV」にアクセスしてください。
（https://www.pref.kanagawa.jp/docs/ie2/ktv/index.html）

問い合わせ先：

神奈川県建築安全課建築安全グループ　ＴＥＬ：045−210−6257
神奈川県耐震ウェブセミナー（動画）は、神奈川県ホームページの次のサイトからも、ご視聴いただけます。
また、このサイトでは、住まいの耐震化を進めていただきたく、皆様に役立つ情報を掲載していますので、
併せてご覧ください。

神奈川県耐震セミナーホームページ
https://www.pref.kanagawa.jp/docs/f7t/taisinsemina.html

チャンネル登録お願いいたします。

首都直下地震、南海トラフ地震の３０年以内の発生確率→７０％！

20mを超える大きな津波

西日本全域に及ぶ超広域震災

老朽木造市街地や文化財の被害が懸念

南海トラフ地震

30年以内にM8〜M9クラスの大規模地震が
発生する確率：70～80%

首都直下型地震

南関東域で30年以内にM7クラスの地
震が発生する確率：70%程度

我が国の中枢機能の被災が懸念

中部圏・近畿圏直下地震

日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震

根室沖：30年以内に地震が発生する確率：
60%など様々なケース

相模湾トラフ沿いの海溝型地震

30年以内にM7程度の地震が発生する
確率： 70%
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出典：地震調査研究推進本部
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新耐震基準

（H12年6月以降）

熊本地震における木造の建築時期別の被害状況

倒壊・崩壊 大破 軽微・小破・中破 無被害

旧耐震基準の建物は大地震により倒壊、大破の可能性が高い！

倒壊、大破が約４割

「熊本地震における建築物被害の原因分析
を行う委員会報告書（平成28年9月）」より


